
コーナー 子どもが経験すること 5領域保育者の配慮 １０の姿

●さまざまな特徴をもつ
鳥がいることを知る。

●自分の想像した鳥を絵
に描き、表現する。

●誌面の写真をていねいに見ながら鳥ごとの特徴を伝
えることで、理解が深まるようにする。

●なかなか描き出せない子どもには、会話をしながらイ
メージをふくらませたり、具体的な描き方を伝えたり
する。

●描いた絵を発表する場を設ける。

●地震の際の身の守り方
を確認する。

●避難の約束について知
る。

●避難訓練に参加し、放
送や保育者の指示を聞
き安全に避難する。

●思考力の芽生え
●自然との関わ
り・生命尊重

●言葉による伝
え合い　

●豊かな感性と
表現

●健康な心と体
●自立心
●道徳性・規範
意識の芽生え

●思考力の芽生
え

●だんごむしポーズや防災頭巾のかぶり方など、から
だを動かしながら理解を促す。

●イラストを用いて「おはしも」の約束を視覚的に理
解できるようにする。

●避難訓練に参加し、避難経路や避難時に必要な行動
を確認することで、実際の災害時に落ち着いて避難
できるよう援助する。

絵本をつかった

「とりじまん
コンテスト」

「じしんから
みを

まもろう！」

環境

「キンダーブック3」を
保育にご活用ください！

指導計画の文例

行事コーナーの
季節の紙芝居が
ダウンロードできます！

環境
言葉
表現

健康
人間関係

行事コーナーの
季節の紙芝居が
ダウンロードできます！

https://kinderbook.
froebel-kan.co.jp/DL/kb3/2024
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じしんから　みを　まもろう！

しょうぼうしさんの　しごと

さまざまな特徴をもつ鳥について知らせ、その特徴や鳥への興味、関心を高めます。

とりじまんコンテスト

今月は月見だんごのプラネタリウムです。おだんごの中ではお客さんが秋
の星座を見て楽しんでいます。一番上のおだんごからは望遠鏡がのぞいてお
り、天体観測もできそうですね。秋は月が美しい季節です。お月見の風習や
星座、宇宙についてなど、子どもたちの興味に合わせて話してみましょう。

地震が起きたときには、どうすればよい
のかを考えます。

9月1日の「防災の日」に合わせて、地震か
ら身を守る方法を考えます。避難する際
の約束「おはしも（押さない、走らない、
しゃべらない、戻らない）」についてもふれ、
安全に避難する意識を高めていきたいで
すね。

街を守る消防士さんの仕事について知らせ
ます。

消防士さんが火事から人を守るため、ふ
だんどんな仕事をしているか知らせます。
さまざまな道具を用いて訓練をすること
で、火事現場ですぐ対応できるようにし
ています。街を守る人々への感謝の気持
ちを育みたいですね。

●4（ヒント1）

●5（ヒント2）

●6（ヒント3）

見た目や能力などの特徴ごとにさまざまな
鳥を紹介します。まずは子どもたちにどんな
鳥を知っているか問いかけてみましょう。ま
た、その鳥はどこで見たのか、どんな姿や声
をしているのかなど聞いていくと話がふく
らみますね。

飛ぶことが得意な鳥を紹介します。飛べる
のは鳥ならではの特徴ですが、一口に飛ぶ
と言っても高さや距離、速さなど得意なこ
とには違いがあります。また、空を飛ぶた
めにからだにも工夫が備わっていることに
気づけるとよいですね。

くちばしや巣に特徴のある鳥を紹介します。目
的や環境によって適応した、さまざまな鳥がい
ることを知った後は、それぞれ自分の想像する
鳥を絵に描き、紹介し合ってもおもしろいで
しょう。


